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　　　 特定非営利活動法人ボランタリーネイバーズ（ＶＮｓ）
　　　　
　　　　　 〒461-0005名古屋市東区東桜2-18-3-702

　　　　　

　　
　　　　 URL　http：//www.vns.npo-jp.net
▼Email：vns@npo-jp.net　▼Tel052(979)6446　▼Fax(979)6448

■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆
■NPOの会計・税務セミナー

～事業報告書と会計・税務書類の作成～
●NPO法人が事業年度の終了後2ケ月以内に処理する収益事業についての税務署への申告書や3ヶ月以内に所轄庁へ提出する事業報告書や会計書類について解説します。

●３月21日（金/祝）　１3：0０～１６：３０／椙山女学園大学文化情報学部メディア棟128室（星が丘駅から徒歩5分）

●内容：　▼所轄庁への事業報告書・会計書類作成について、ＮＰＯ法改正に伴う手続きの変更点／吉田桂一（愛知県社会活動推進課主査）　▼税務署への申告書の作成について／加藤歌子（税理士）

●共催：愛知県社会活動推進課／(特)ボランタリーネイバーズ

●定員　100名　　●参加費　2,000円（VNｓ会員は会負担金あり）

●所定申込（HPにも有り）にて、3月15日までにお申込ください。

■ＮＰＯ会計に完全対応！　「ＶＮｓ会計ソフト」
●Ｅｘｃｅｌで簡単に仕訳入力ができ、貸借対照表・収支決算書が自動作成できるソフトです。モニターによる評価も「今、出回っているソフトより使いやすい」と好評。98年来のセミナーや個別指導の経験を踏まえて開発された、草の根ＮＰＯ待望の会計ソフトです。

●価格　　ＶＮｓ会員　　8,000円、一般9,000円（税別、送料実費）

●CD-ROM形式での販売。Excel2000以降で正常作動します

●月次試算表・総勘定元帳の作成機能つき。区分経理機能はありませんが、事業ごとに使用ファイルを区分して対応が可能。

●1,000万円以下の規模が主な対象。詳細な操作マニュアル付。
●所定申込書（VNsのHPダウンロード可）にて申込みを。ＨＰではデモ版もご覧になれます。

●ユーザー登録者へのサポート有り。ただし、文書（メール・FAX・郵便）に限らせていただきますので、ご了承ください。
■報告　なごや・まちコミ映像祭2002　（1/26開催）
●「公開審査会」方式で開催。まちづくり活動の体験・そこから生まれる感動を「表現する」ことでまわりの人々の心を動かし、活動が広がっていくのではないか、と熱いコメントが交わされました。

●グランプリは、長崎の小さな村を舞台に秋祭の復活にかけた住民の姿を描いた「親子獅子をもう一度」。21歳の吉住啓一さんが4ヶ月間、祭の継承に取り組む住民リーダーや子どもの姿を追った作品です。優秀賞に、「自立の家　ひまわり」澤啓子さん（熊本市）、「ぼくは撮る　伊勢河崎を撮る」長尾正男さん（伊勢市）、「坂下まちおこしを追う」鈴木星江さん（春日井市）。

▼近日中にＶＮｓのＨＰでも入賞作品映像を掲載します。

■報告／NPOのPRの考え方・手法

●愛知県NPO運営運営支援事業（広報・PR部門）の一環で、２月15日に「広報強化のためのNPO交流会」を開催。（株）電通パブリックリレーションズの伊原正俊氏を招き、「双方向」で「活動への理解共感」「継続的な信頼関係」を築くPR活動について学びました。

　▼▲▼▲▼▲　ＰＲ活動のポイント　　▼▲▼▲▼▲▼▲
１　　ＮＰＯの参加の輪を広げるには、「共感」が大切。「伝えたいこと」だけでなく、相手が何を知りたいか考えることが第一歩。
２　ＮＰＯとＰＲの対象者（社会）との接点作りには、内部のユニークな人材に光を当てる、イベントや調査で「話題を作る」。

３　話題つくりのポイントは、「意外性」「季節性」「時事性」「社会性・公共性」「スケール性」「団体内情報創造」。

４　プレス・リリースは、引き付けるタイトルが勝負。「最重要ポイントをまとめたリード文」＋「背景・理由・特徴を説明した中文」＋「日時・場所・依頼内容の追記」で構成する。

▼次回定期レポートで、伊原氏講演を含む「ＮＰＯと広報」を特集。
▼「愛知県ＮＰＯ連絡協議会」報告　
●同協議会は、2002年度は4回開催。県内のＮＰＯ活動促進について意見交換をしました。2002年は、あいちＮＰＯ交流プラザ開設年につき、その役割・運営を重点に議論しましたが、次年度は同プラザを拠点に、行政とＮＰＯの協働を推進するための事業が本格化します。2003年度は一般委員募集も検討中。
●2003年度予定；広範な県民の意見集約、活動分野別ＮＰＯと関係課との意見交換、協働事業成果報告会、市町村ＮＰＯ担当者会議・研修、ＮＰＯ活動普及事業、ＮＰＯ法人認証事務等

●2003年度社会活動推進課からのＮＰＯへの委託事業；ＮＰＯ団体名簿・データベース作成、ＮＰＯ活動情報等提供事業、ＮＰＯ説明集作成事業、ＮＰＯ活動拠点調査事業

●社会活動推進課以外にも、地域振興、防災、青少年、文化芸術、多文化共生、環境、農・食、まちづくり関係の計13事業でＮＰＯとの協働事業が予定されています。

●問合せは、あいちＮＰＯ交流プラザTel052-961-8100

▼あいち新世紀自動車環境戦略推進大会

●愛知県は、平成14年10月に、安心して快適に生活できる自動車環境の実現のために「あいち新世紀自動車環境戦略」を策定しました。2010年を目標とし、大気汚染、温室効果ガス、エネルギー大量消費などの課題解決のために、ディーゼル車対策、交通流円滑化・交通量低減、エコドライブ、エコカー導入など7つの作戦が提起されています。この戦略推進大会が開催されます。

●３月19日（水）　１4：0０～１６：0０／中区役所ホール
●主催：愛知県／入場無料　●定員　500名　

●基調講演「究極のエコカー燃料電池車」（清水和夫：レーシングドライバー＆モータージャーナリスト）●パネルディスカッション他）

▼公益法人制度改革の議論に注目を！　
●平成17年度中を目処に進行中の公益法人制度改革は、「ＮＰＯ法人」、財団・社団などの「公益法人」、同窓会など「中間法人」を「非営利法人」として一本化した枠組みを作る方針です。ＮＰＯ法人への影響として以下の点が懸念されています。

▼①法人税が現行33業種以外も原則課税に、▼②社会への貢献度に応じ「登録法人（原則非課税）」「認定法人（原則非課税＋寄付免税）」を設けるが、行政からの監督規制が活動の阻害を招きかねない、▼③収益事業、内部留保、管理費の比率が登録法人の要件になると、事業継続の仕組が困難に、▼④非営利法人の要件として基金の必要が検討されている、等です。

●改革の論点とＮＰＯの位置付けを見極め、議論・発言していくことが求められます。下記情報などをご参考に。

シーズhttp://www.npoweb.gr.jp/　政府税制調査会非営利法人課税ＷＧ　http://www.mof.go.jp/singikai/zeicho/siryou/hwg005.
◆◆◆◆◆◆◆◆　助成・公募情報　　◆◆◆◆◆◆◆◆
http://www.npoweb.gr.jpのホームページが内容充実しています。
■非木材紙普及協会　●緑と自然を守る活動。非木材の研究・利用・活用など。国内・海外問わず／5万～30万円。締切3/28。

▼TEL　03-5643-5628　http://www5.ocn.ne.jp/~himoku/
■(財)ヤマト福祉財団　●障害者福祉助成／一般助成100万円、ボランティア助成30万円上限。締切3/31　▼TEL　03-3248-0691　http://www.yamatofukushizaidan.or.jp/
■(財)まちづくり市民財団　●市民主導の地域振興・地域活性化。上限50万円。締切3/31。　▼TEL　03-3234-2607

http://home.interlink.or.jp/~machizkr/
■(財)損保ジャパン記念財団　●障害者・高齢者の在宅福祉を行うＮＰＯ法人の設立認証予定の団体。／上限30万円。締切４/30。▼TEL03-5919-0711　http://www.sompo-japan.co.jp/foundation/
■経済産業局 ●市民活動活性化モデル事業の公募。支援金額300万円～1000万円。締切4/11。▼TEL052-951-0598　http://www.meti.go.jp/
■ヨネックススポーツ振興財団　●青少年のスポーツ振興。100万円上限。締切4/30。3年以上継続している団体。▼TEL 03-3839-7195　http://www.yonex.co.jp/zaidan.html
■社団法人地域問題研究所　●都市・農山村問題の解決、地域政策の分析、地域イベントの開催など。上限30万円。締切5/6。▼TEL　052-232-0022。http://www.chimonken.or.jp
◆◆◆　ＶＮＳ活動日誌から（２・１～２・２８　抜粋）　◆◆◆　

●映像制作支援・楊輝荘の会（2/8）●知多市・環境に関する市民活動ビデオ・交流発表会（2/16）●瀬戸市ＮＰＯ起業基礎講座（2/26）、●会計支援・レスキューストックヤード（2/28）／
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